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改訂版
	化学Ⅰ
予想問題

	両面印刷　本文７ページ

	試験時間　５０分

	2013.2.18後期期末考査予想　担当：松本

	· 試験が始まるまでは開いたり裏返したりしてはいけません。下のクラス、氏名の欄に記入して待っていなさい。
· 試験開始時に乱丁落丁がないか確認しなさい。
· 漢字で書くべきところをひらがな・カタカナで書いてもかまいません。

· 有効数字は考慮しなくてよい。計算結果が割り切れないときは小数点以下２ケタまで答え、それ以外はすべてのケタを解答しなさい。
· 今回の考査の素点は１～１５で100点満点です。

· 試験後、この冊子ごと提出しなさい。冊子の全部または一部が提出されなかった場合、不正行為とみなされます。
· 試験時間中に別紙の授業アンケート（成績に関係ない）を書いてかまわない。試験後に書いてもよい。


	知識54点満点
	考察46点満点

	合計100点満点

	普通科・情報科
	部
	組
	番
	氏名


１　メタノールCH4Oを構造式で書きなさい。（3点）

	


２　示性式が分子式に比べて便利である理由を文章で述べなさい。（5点）

	

	

	


３　C4H10のアルカンの構造異性体の構造式をすべて書きなさい。（6点）
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４　C2H2Cl2の異性体（構造異性体と幾何異性体）の構造式をすべて書きなさい。（6点）
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５　実験「メタン、エチレン、アセチレンの製法と性質の確認」について、結果を読み次の問いに答えなさい。なお、エチレンはエテン、アセチレンはエチンのことである。（5点）

　「試験管に取ったメタンに臭素水を加えて振ったところ、臭素水の褐色は消えなかった。試験管に取ったアセチレンに臭素水を加えて振ったところ、臭素水の褐色は消えた。」

問い：メタンとアセチレンの結果の違いの理由を「付加」の言葉を用いて簡潔に説明しなさい。

	

	

	


６　次の有機化合物の物質名を答えなさい。ただし、例えば2－ペンテンの「2－」のような接頭語は不要なので「ペンテン」だけでよい。（各2点）
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７　問いの文章に当てはまるものの物質名を選択肢からすべて選び記号で答えなさい。どれも当てはまらないときは、解答欄に「なし」と答えること。（各2点）

(a) メタン

(b)エテン（エチレン）

(c)エチン（アセチレン）

	(1) 　過マンガン酸カリウム水溶液に通じると、
溶液を赤紫色から薄黄色に変化させる物質。
	

	(2) 　ハロゲン分子を付加することができる物質。
	

	(3) 　水分子を付加するとアセトアルデヒドになる物質。
	

	(4) 　結合が飽和している物質。
	


８　実験「アルコールの酸化反応の確認」について、次の問いに答えなさい。（各2点）

　実験ではエタノール、2－プロパノール、2－メチル－2－プロパノールを、火であぶった銅コイルで酸化させた。銅コイルを用いると適当なアルコールをアルデヒドまたはケトンにまで酸化できる。問いの文章に当てはまるものの物質名を選択肢からすべて選び記号で答えなさい。どれも当てはまらないときは、解答欄に「なし」と答えること。
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　(a)　エタノール　
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　(b)　2－プロパノール　
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　(c)　2－メチル－2－プロパノール　


	(1) 　銅コイルによって酸化された物質。
	

	(2) 　銅コイルによって酸化されてケトンが生じた物質。
	

	(3) 　銅コイルによってほとんど酸化されなかった物質。
	


９　氷酢酸と無水酢酸の違いを説明しなさい。（5点）

	

	


１０　以下の物質の融点が低いもの（＝低温で固体になりにくいもの）から順に、記号で答えなさい。（2点）

（1） オレイン酸
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（2） リノレン酸
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（3） ステアリン酸
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	低い（　　）→（　　）→（　　）高い


１１　水中のセッケン分子が油汚れを取り囲む働きを、「親水性部分」「疎水性部分」の言葉を使って説明しなさい。（5点）

参考：ミセルの図[image: image18.wmf]
	

	


１２　ベンゼンの構造や性質について正しいことを述べている文章を(a)～(d)の選択肢から全て選び記号で答えなさい。どれも当てはまらないときは、解答欄に「なし」と答えること。（2点）

参考：ベンゼン
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(a) 炭素原子間の距離は、すべて等しい。

(b) 6つの炭素原子からなる環は、正六角形ではない。

(c) 全ての炭素原子と全ての水素原子は、同一平面上に乗る。

(d) 水素の置換反応よりも二重結合への付加反応のほうが、容易に起こる

	


１３　フェノールとアニリンの混合物に塩酸HClを加えたところ、液体が2層（水溶液の層と水に不溶な物質の層）に分かれた。水に不溶な物質の層を捨て、水溶液の層に水酸化ナトリウムNaOH水溶液を加えたところ、油状の物質が得られた。（（１）3点（２）５点）

（１）　最後に得られた油状の物質の物質名を書きなさい。
	


（２）　（１）の物質は有機化合物なのになぜいったん水溶性になったのか、説明しなさい。

	

	

	


以上
時間が余った人は別紙授業アンケートを回答してください。（記名式です）
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